
WOOL FACTS

WOOL IS 
NATURALLY 
BREATHABLE
ウールが持つ天然の吸放湿性 

ウールは、吸放湿性に優れた素材です。 ウールは
大量の湿気を吸収し、放湿させることができます。
他の繊維に比べて、ウール製の衣類はまとわりつく
ことが少なく、着心地がよいのが特徴です。 化学繊
維とは対照的に、ウールは着用者の体温の変化に
反応して、快適さを保ちます。 そのため、ウール製の
衣類は、一般的な素材の中で、最も吸放湿性に優れ
たものの一つとなっています。

ウールの天然の耐臭機能は、ウールがアクティブウェアと
して優れているもう1つの大きな理由です。



優れた調湿・調温性
ウールは運動中の体温や湿度の
変化から身体を守る手助けをし
ます。 運動は身体の代謝率や体
温を上昇させ、身体はこれに反応
し、深部体温を維持するために、
体温を下げようとします。 身体運
動は、北極圏のスキーから砂漠の
ランニングに至るまで、様々な環
境条件下で行われるため、どんな
衣服を着用するかによって身体の
パフォーマンスや健康に影響を及
ぼす可能性があります。 
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図1： ウールと他の一般的なアパレル繊維の吸湿性

ウールの天然のクリンプ 
 （縮れ）が優れた断熱性
をもたらします
ウール生来の天然の立体的なクリンプ（縮れ）が空気
の層を作り、周りの冷たい空気から肌を離して身体
を温かく保ちます。 ウールは肌に対して、衣服内気候
を保ち、着用者を温かく快適な状態に保ちます。

 



ウールが持つ天然の吸放湿性 

ウールは運動後の不快感を和らげます
ウールは、不快な状態から身体が危険な状態に至る
様々な状況に対して、体温の急激な低下や運動後の身
体の冷えを緩和します。 極めて寒い環境下で運動を中
止した場合、化学繊維の衣類は、ウール着用時に比べ
て、3倍の冷えを感じる可能性があります。 ウールは、繊
維の構造により、湿度を保持しつつ、ゆっくりと放出する
ことにより、肌の温度を高く保ち、急速な冷えを緩和す
るからです。

多くの化学繊維とは異なり、ウールには吸湿性がありま
す。 他の一般的なアパレル繊維よりもはるかに効率的
に、周囲から水蒸気を吸収します。 ウールは、最大自重
の35％まで吸湿しても、濡れたり、肌に張りつく感覚が
生じません。 吸湿時には、ウールは熱を作り出し、冷たく
湿った環境下でも着用者をより温かく快適な状態に保
ちます。 1kgの乾燥したウールは、電気毛布を8時間使用
した場合と同等の熱を放出できます。
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図2： ウールを詰め込んだジャケットは、ポリエステルを詰め込
んだジャケットに比べ、胴部全体の衣服内気候をドライに（左）
、温かく（右）保ちます。 本テストは、寒く、湿った環境下（5℃/相
対湿度85％）での歩行中に実施されました。

ウールは暑くて乾燥した環境
で涼しさを保ちます 
暑い環境下では、ウールの生地は化学繊維の生地より
最大2倍涼しい肌触りを感じることができます。これはウ
ールが肌からより多くの熱を奪ってくれるからです。 暑く
て乾燥している時には、湿気を肌から逃がし、放湿する
ことにより涼しさを保ちます。 ウールの生地が肌から逃
がす湿気はポリエステルの生地よりも25％多く、これは
最大4℃の温度低下に等しいのです。

耐臭性
ウールの衣類やテキスタイルには、繊維固有の特性から
生じる天然の耐臭性が備わっています。 ウールの複雑
な化学構造により、繊維内のにおいを吸収して閉じ込
め、洗濯時にのみ放出します。 詳細については、「ウール
の天然の耐臭効果」のファクトシートをご覧ください。 



ウールが持つ天然の吸放湿性 
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